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起
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︵
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、
五
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︱
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琳
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︵
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五
〇
ｍ
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︱
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〇
ｍ
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︱
新
五
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、
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〇
ｍ
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︱
大
歳
神
社
︱

︵
二
、
八
〇
〇
ｍ
︶
︱
八
葉
寺
︱
︵
七
〇
〇
ｍ
︶
︱
相
坂
隧
道
︱
︵
一
、
二
〇
〇
ｍ
︶

︱
毘
沙
門
堂
︱
︵
九
〇
〇
ｍ
︶
︱
田
川
神
社
︱
︵
六
〇
〇
ｍ
︶
︱
親
王
塚
︱
︵
一
、

四
〇
〇
ｍ
︶
︱
紙
屋
敷
︱
︵
四
〇
〇
ｍ
︶
︱
常
福
寺
︱
︵
四
五
〇
ｍ
︶
︱
宮
の
前
古

墳
︱
︵
一
、
五
五
〇
ｍ
︶
︱
生
野
街
道
︱
︵
三
五
〇
ｍ
︶
︱
蓮
香
翁
寿
碑
︱
︵
四
五

〇
ｍ
︶︱
神
明
神
社
︱︵
一
、七
〇
〇
ｍ
︶︱
終
点︵
姫
路
市
香
寺
事
務
所
︶

全
行
程
　
一
六
、〇
㎞
で
す
。

　
香
呂
地
区
の
中
心
部
を
北
西
か
ら
見
下
ろ
し
た
航
空
写
真
。
手
前
の
丘
陵
地

帯
か
ら
中
央
部
の
洪
積
台
地
を
経
て
沖
積
低
地
へ
と
下
り
、
上
部
に
は
市
川
の

流
れ
が
見
え
る
。
古
代
に
は
的
部
里
と
呼
ば
れ
た
地
域
で
あ
り
、
低
地
に
は
条

里
地
割
が
残
る
の
で
、
古
く
か
ら
こ
の
地
域
に
は
集
落
が
点
在
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

交

通

案

内

コ
ー
ス
案
内

表

紙

説

明
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香
呂
地
区
は
姫
路
市
の
北
東
部
、
姫
路
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
播
但
線
で
約
20
分
で
す
。
仁
豊
野
の
狭
隘
部

を
抜
け
る
と
市
川
の
つ
く
る
盆
地
が
広
が
り
、両
岸
に
は
河
岸
段
丘
が
よ
く
発
達
し
て
い
ま
す
。

　

市
川
の
西
岸
が
香
呂
地
区
で
、
こ
の
付
近
は
﹃
播
磨
国
風
土
記
﹄
の
昔
、
的
部
里
と
呼
ば
れ
た
と
こ

ろ
で
、
縄
文
時
代
か
ら
の
遺
跡
も
あ
る
歴
史
文
化
の
豊
か
な
地
域
で
す
。
Ｊ
Ｒ
播
但
線
と
並
行
す
る

国
道
３
１
２
号
は
生
野
街
道
と
一
部
重
な
り
な
が
ら
走
っ
て
お
り
、
市
川
に
は
年
貢
米
を
運
ぶ
高
瀬

船
が
か
つ
て
往
来
し
て
い
て
、
姫
路
城
下
と
の
強
い
結
び
つ
き
が
見
ら
れ
ま
す
。
西
の
山
地
、
棚
原
山

系
は
夢
前
町
と
の
境
と
な
り
、
町
域
内
に
伸
び
る
尾
根
続
き
の
山
頂
に
は
、
中
世
の
山
城
跡
︵
伊
勢
山

城ă

田
野
城ă

矢
田
部
城
︶
が
残
っ
て
い
て
、
中
世
で
は
置
塩
城
を
本
拠
と
す
る
赤
松
氏
と
の
つ
な
が
り

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
香
呂
地
区
め
ぐ
り
は
、今
に
残
る
こ
う
し
た
史
跡
を
訪
ね
る
歴
史
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク
で
す
。

文化財をたずねて

 香 呂 地 区 め ぐ り

い
く
は
べ

い
わ
く
ら

法
琳
寺︵
岩
帰
大
明
神
︶

　
法
華
宗
の
寺
院
。
田
野
城
主

で
あ
っ
た
清
瀬
氏
の
居
館
跡
と

伝
え
、
そ
の
一
族
が
こ
こ
に
草

庵
を
開
い
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。

本
堂
の
左
手
に
は
落
ち
武
者
伝

説
に
ま
つ
わ
る
岩
を
祀
る
岩
帰

大
明
神
が
あ
る
。

高
野
神
社　

　
段
丘
末
端
部
に
位
置
し
、﹃
播

磨
国
風
土
記
﹄
に
書
か
れ
た
高

野
の
社
で
﹁
此
の
野
、
他
野
よ
り

高
し
﹂
が
納
得
で
き
る
。
社
殿
が

焼
失
し
て
古
文
書
を
有
し
な
い

が
、
一
木
造
り
の
神
像
は
鎌
倉

時
代
の
作
で
は
な
い
か
と
推
定

さ
れ
る
。

 

新
五
郎
の
碑
　

　
新
五
郎
は
清
瀬
氏
の
一
族
で
、

須
加
院
村
が
神
東
郡
四
か
村
と

山
争
い
と
な
っ
た
と
き
、
須
加

院
村
を
助
け
て
不
慮
の
死
を
と

げ
た
と
い
う
。
そ
の
事
跡
が
忘

れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
を

惜
し
ん
で
、
昭
和
七
年
︵
一
九
三

二
︶
、
塚
が
あ
っ
た
と
い
う
現
在

地
に
建
て
ら
れ
た
。

大
歳
神
社
　

　
相
坂
字
塩
田
の
氏
神
。
社
殿

は
ゴ
ル
フ
場
の
開
発
で
昭
和
五

八
年
︵
一
九
八
三
︶
に
改
築
。
参

道
も
新
し
く
付
け
替
え
る
。
境

内
の
大
日
如
来
は
牛
馬
の
守
護

神
で
、
台
座
に
﹁
牛
馬
堅
固
﹂
と

刻
ま
れ
て
い
る
。
本
殿
の
石
絵

馬
は
一
対
あ
り
、
加
西
の
高
室

石
に
馬
の
姿
を
薄
肉
彫
り
に
し

た
も
の
で
珍
し
い
。
文
政
九
年︵
一

八
二
六
︶銘
で
市
指
定
文
化
財
。

八
葉
寺
　

　
登
山
道
入
り
口
の
道
標
︵
天

保
二
年
︶
は
伊
勢
山
麓
か
ら
移

し
た
も
の
と
い
う
。
登
山
道
に

は
町
石
が
立
ち
、﹁
八
丁
﹂
ま
で

た
ど
る
と
境
内
で
あ
る
。
途
中

の
休
み
堂
︵
地
蔵
堂
︶
に
安
置
さ

れ
る
地
蔵
菩
薩
は
南
北
朝
時
代

に
さ
か
の
ぼ
る
優
れ
た
石
仏
。

八
葉
寺
は
行
基
開
基
の
伝
承
を

も
つ
天
台
宗
の
古
刹
で
、
平
安

時
代
、寂
心
が
開
祖
と
伝
え
る︵
九

世
紀
末
︶
。
寺
宝
に
円
教
寺
の
性

空
か
ら
贈
ら
れ
た
と
い
う
湯
釜

︵
市
指
定
文
化
財
︶
と
建
長
七
年

︵
一
二
五
五
︶
の
銘
を
も
つ
素
文

磬
︵
県
指
定
文
化
財
︶
が
あ
る
。

境
内
に
は
石
造
物
が
多
く
、
観

音
堂
の
床
下
に
あ
る
宝
篋
印
塔

の
基
礎
は
暦
応
四
年︵
一
三
四
一
︶
、

奥
の
院
横
の
宝
篋
印
塔
︵
市
指

定
文
化
財
︶
は
永
正
元
年
︵
一
五

〇
四
︶
と
、
共
に
貴
重
な
遺
品
で

あ
る
。
奥
の
院
付
近
の
天
然
記

念
物
コ
ヤ
ス
ノ
キ
や
一
月
七
日

の
伝
統
行
事
鬼
追
い
も
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。

相
坂
隧
道︵
ト
ン
ネ
ル
︶

　
相
坂
本
村
と
谷
山
を
結
ぶ
ト

ン
ネ
ル
。
大
正
一
〇
年
︵
一
九
二

一
︶
に
完
成
し
た
、
町
内
の
代
表

的
な
近
代
化
遺
産
。
香
呂
駅
西

に
あ
っ
た
煉
瓦
会
社︵
現
在
プ
ー

ル
な
ど
あ
る
広
場
︶
の
レ
ン
ガ

を
使
っ
て
い
る
。
開
通
ま
で
は

南
側
の
峠
道
で
、
こ
の
山
道
の

改
修
に
も
歴
史
が
あ
り
、
記
念

碑
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。

毘
沙
門
堂
　

　
丁
ヶ
崎
山
の
中
腹
に
あ
る
岩

窟
が
﹃
播
磨
国
風
土
記
﹄
に
あ
る

﹁
石
坐
の
神
山
﹂
で
、
神
の
座
と

信
じ
ら
れ
た
磐
座
で
あ
る
。
今

は
毘
沙
門
天
と
薬
師
如
来
、
不

動
明
王
を
祀
り
、
前
の
広
場
で

初
寅
の
日
︵
現
在
は
一
月
二
日
︶

に
大
護
摩
供
養
が
行
わ
れ
る
。

田
川
神
社

　
須
加
院
川
の
上
流
で
、﹁
石
坐

の
神
山
﹂
を
望
む
位
置
に
あ
り
、

そ
の
遥
拝
所
と
も
、
水
を
祀
る

と
も
い
わ
れ
る
。
式
内
田
川
神

社
と
称
え
、
式
内
社
は
郡
内
で

は
二
社
。
置
塩
城
主
赤
松
氏
が

再
興
し
た
と
も
伝
え
る
。
社
殿

後
方
の
大
ケ
ヤ
キ
二
本
は
樹
齢

六
〇
〇
年
ほ
ど
で
市
指
定
天
然

記
念
物
。

常
福
寺
　

　
　

　
町
内
で
は
唯
一
の
黄
檗
宗
寺

院
。
元
禄
一
三
年
︵
一
七
〇
〇
︶
、

隠
元
禅
師
の
弟
子
実
伝
︵
姫
路

野
里
雲
松
寺
の
中
興
開
山
︶
が

開
く
。
庭
園
の
織
部
燈
籠
は
キ

リ
シ
タ
ン
燈
籠
と
呼
ば
れ
、
市

指
定
文
化
財
。
裏
山
か
ら
瓦
経

が
出
土
し
、
そ
の
願
文
か
ら
こ
の

付
近
に
あ
っ
た
極
楽
寺
の
こ
と

が
明
ら
か
に
な
る
。

宮
の
前
古
墳
　

　
常
福
寺
の
東
、
青
葉
台
保
育

所
の
前
に
あ
る
。
一
号
墳
は
六

世
紀
末
築
造
の
横
穴
室
石
室
で

市
指
定
文
化
財
。
付
近
に
二
号
墳
、

錬
金
古
墳
な
ど
が
知
ら
れ
、
小

規
模
な
古
墳
群
が
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

神
明
神
社
　

　
伊
勢
山
の
中
腹
に
あ
り
、
永

禄
九
年
︵
一
五
六
六
︶
に
社
殿
を

造
営
し
た
の
に
始
ま
る
と
伝
え
、

江
戸
時
代
に
竹
の
宮
神
社
を
合

祀
。
秋
祭
り
に
奉
納
さ
れ
る
獅

子
舞
は
県
指
定
文
化
財
。
伊
勢

山
の
麓
一
帯
に
は
城
主
喜
多
野

氏
の
構
居
跡
と
見
ら
れ
る
遺
構

が
あ
る
。
広
場
隅
の
犬
塚
は
人

身
御
供
伝
説
が
絡
む
が
終
末
期

古
墳
の
跡
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
も
ん

け
い

い
く
は
べ
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道標道標道標

休み堂休み堂休み堂

蓮
香
翁
寿
碑

　
蓮
香
翁
は
鷺
野
　
通
と
い
い
、

幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
田

野
で
寺
子
屋
を
開
い
て
い
た
。

生
野
街
道

　
口
須
加
院
へ
の
入
り
口
に
道
標

地
蔵
が
立
っ
て
い
る
。
コ
ー
ス
の

途
中
ま
で
が
旧
街
道
筋
で
あ
る
。

紙
屋
敷

　
姫
路
藩
の
藩
札
を
漉
い
た

宮
辻
家
の
跡
。
文
政
二
年
、
摂

津
国
有
馬
郡
下
山
口
村
︵
現
西

宮
市
︶
か
ら
こ
こ
に
来
住
し
た
。

親
王
塚

　
南
北
朝
時
代
の
陸
良
親
王︵
後

醍
醐
天
皇
の
孫
︶
ゆ
か
り
の
塚

と
伝
え
る
。
ほ
場
整
備
で
塚
は

削
ら
れ
原
形
を
と
ど
め
て
い

な
い
。

極楽寺経塚瓦経


